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シ
ョ

ー
ほ
か
対
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
で

選
挙
に
お
い
て
投
票
す
る
権
利
（
さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
略
し
て
投
票
権
と
い
う
）
は
、
お
そ
ら
く
最
も
重
要
な
政
治
的
権
利

(
P
O
'

(1
)
 

litical ri
g
h
t
s
)

と
し
て
、
国
際
人
権
法
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
障
害
者
の
投
票
権
に
関
し
て
は
、
国
家
は
、
障
害
自
体

を
理
由
に
投
票
権
を
制
限
す
る
こ
と
の
み
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
政
治
的
判
断
能
力
の
個
別
評
価

（障
害

者
の
政
治
的
判
断
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
個
別
の
判
断
）
を
理
由
に
投
票
権
を
制
限
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は
、

ア
ラ
ヨ
シ
ュ

・
キ
シ
ュ
対
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
で
、
個
別
の
司
法
評
価

(ind1v
1d
u
a
h
s
e
d

Judicia
l
 ev
a
lu
at
io
n
)

を
す
る
こ
と
な
く
、
限
定
後
見
を
要
す
る
精
神
障
害
に
基
づ
い
て
の
み
投
票
権
を
無
差
別
に
剥
奪
す
る
こ
と
は
、

(2
)
 

投
票
権
制
限
の
正
当
な
理
由
に
適
合
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
説
示
し
た
。
こ
こ
か
ら
推
察
し
う
る
よ
う
に
、
欧
州
人

権
裁
判
所
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
投
票
権
制
限
に
つ
い
て
は
条
約
違
反
と
し
た
が
、
個
別
能
力
を
理
由
と
す
る
投
票
権
制
限
に
つ
い
て

（
許
容
す
る
か
の
よ
う
な
言
い
回
し
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
）
明
確
な
結
論
を
示
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
障
害
自
体
を
理
由
と
す
る
投
票
権
制
限
は
も
と
よ
り
、
障
害
者
の
能
力
の
個

(3
)
 

別
評
価
を
理
由
と
す
る
投
票
権
制
限
も
、
障
害
者
権
利
条
約
の
明
白
な
違
反
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
同
委
員
会
は
、
ゾ
ル
ト

・
ブ
イ
ド

と
に
よ
り
、
第
29
条
単
独
の
義
務
又
は
第
12
条
と
併
せ
読
ん
だ
第
29
条
の
義
務
を
遵
守
し
な
か

っ
た
と
判
断
す
る
と
同
時
に
、
個
人
の
能

(4) 

カ
の
評
価
は
「
本
質
的
に
差
別
的

(di
s
c
r
i
m
i
n
a
t
o
r
y
in
 n
a
t
u
r
e
)
」
で
あ
り
、
正
当
な
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

(5
)
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
積
極
的
か
つ
重
要
な
判
断
を
示
し
た
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
っ
て
、
投
票
分
野
に
お
い
て
ま
た
別
の
注
目

は が
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

は
じ
め
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
、
認
識
上
・
実
際
上
の
知
的
障
害
に
基
づ
き
通
報
者
か
ら
投
票
権
を
剥
奪
す
る
こ
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に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
29
条

(
a
)
は
以
下
の
と
お
り
定
め
る

2
障
害
者
権
利
条
約
第

29条

こ
の
事
件
で
は
、
脳
性
ま
ひ
の
あ
る
通
報
者
で
あ
る
フ
ィ
オ
ー
ナ

・
ギ
ヴ
ン
の
秘
密
投
票
が
問
題
と
な

っ
た
。
通
報
者
は
、
電
子
投
票

シ
ス
テ
ム

の
み
し
か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
身
体
障
害
者
で
あ
る
通
報
者
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
通
報
者
に
は
、
秘

密
投
票
を
可
能
に
さ
せ
る
他
の
手
段
も
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
も
っ
て
障
害
者
権
利
委
員
会
は
条
約
違
反
を

認
定
し
た
。

（
秘
密
投
票
を
可
能
に
さ
せ
る
制
度
）
を
用
い
た
投
票
を
希
望
し
た
が
、
投
票
法
の
下
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
視
覚
障
害
者

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
障
害
者
権
利
委
員
会
の
見
解
と
、
投
票
権
条
項
で
あ
る
障
害
者
権
利
条
約
第
29
条

(
a
)
と
を
素
材
に
用
い

て
、
障
害
者
の
平
等
な
投
票
権
及
び
投
票
機
会
を
め
ぐ
る
国
家
の
義
務
違
反
の
構
造
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以

下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
政
府
間
交
渉
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
第
29
条

(
a
)

ギ
ヴ
ン
事
件
に
関
す
る
障
害
者
権
利
委
員
会
の
見
解
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
障
害
者
の
投
票
権
の
文
脈
に
お
い

て
、
複
数
の
義
務
の
問
題
が
密
接
に
関
連
し
て
生
じ
う
る
と
い
う
現
象
を
検
討
す
る
。

障
害
者
の
投
票
権
は
、
障
害
者
権
利
条
約
の
第
1
条
（
目
的
）
、
第
3
条
（

一
般
原
則
）
、
第
4
条
（

一
般
的
義
務
）
、
第
5
条
（
無
差
別

及
び
平
等
）
、
第
9
条

（
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）
、
第
12
条

（法
的
能
力
）
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
と
も
関
わ
る
が
、
特
に
第

29
条

(
a
)

1
8
年
2
月
1
6
日
採
択
）
で
あ
る
。

し
う
る
見
解

(v
i
e
w
s
)
が
ご
く
最
近
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
フ
ィ
オ
ー
ナ

・
ギ
ヴ
ン
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
件
に
関
す
る
見
解

(2
0

（
公
定
訳
）
。

の
規
範
内
容
を
確
認
す
る
。
次
に
、

フ
ィ
オ
ー
ナ
・
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草
案
第
18
条

（
政
治
的
及
び
公
的
活
動
へ
の
参
加
）

（面）

(
~11

) 

(
．

l
)
 

(
a
)
 

第
29
条
（
政
治
的
及
び
公
的
活
動
へ
の
参
加
）

締
約
国
は
、
障
害
者
に
対
し
て
政
治
的
権
利
を
保
障
し
、
及
び
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
こ
の
権
利
を
享
受
す
る
機
会
を

保
障
す
る
も
の
と
し
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

特
に
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
、
直
接
に
、
又
は
自
由
に
選
ん
だ
代
表
者
を
通
じ
て
、
他
の
者
と
の
平
等

を
基
礎
と
し
て
、
政
治
的
及
び
公
的
活
動
に
効
果
的
か
つ
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

さ
れ
る
権
利
及
び
機
会
を
含
む
。）

を
確
保
す
る
こ
と
。

投
票
の
手
続
、
設
備
及
び
資
料
が
適
当
な
及
び
利
用
し
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
並
び
に
そ
の
理
解
及
び
使
用
が
容
易
で
あ
る

こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

障
害
者
が
、
選
挙
及
び
国
民
投
票
に
お
い
て
脅
迫
を
受
け
る
こ
と
な
く
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
投
票
し
、
選
挙
に
立
候
補
し
、

並
び
に
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
実
質
的
に
在
職
し
、
及
び
あ
ら
ゆ
る
公
務
を
遂
行
す
る
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
適
当
な
と
き
は
支
援
機
器
及
び
新
た
な
機
器
の
使
用
を
容
易
に
す
る
も
の
と
す
る
。

選
挙
人
と
し
て
の
障
害
者
の
意
思
の
自
由
な
表
明
を
保
障
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
必
要
な
場
合
に
は
、
障
害
者
の
要
請
に

応
じ
て
、
当
該
障
害
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
る
者
が
投
票
の
際
に
援
助
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

第
29
条

(
a
)

案
第
18
条

(
a
)

(7
)
 

は
、
そ
の
最
初
の
草
案
に
あ
た
る
作
業
部
会
草
案

(
2
0
0
4
年
）
に
お
い
て
は
第
18
条

(
a
)
と
さ
れ
て
い
た
。
草

(8
)
 

は
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

（
障
害
者
が
投
票
し
、
及
び
選
挙
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(1
)
草
案
第

18
条
柱
書

（↓
第

29
条
柱
書
）

と
第
29
条

(
a
)
の
意
味
内
容
を
押
さ
え
て
お
き
た
い

。

適
当
で
あ
り
、
利
用
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
理
解
が
し
や
す
い
こ
と
。

障
害
の
あ
る
市
民
が
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
投
票
す
る
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
。

必
要
な
場
合
に
は
、
投
票
す
る
際
の
援
助
を
障
害
の
あ
る
市
民
に
提
供
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
定
め
る
草
案
第
18
条

(
a
)
は
、
そ
の
後
の
特
別
委
員
会
に
お
け
る
政
府
間
交
渉
を
経
て
、
内
容
が
少
し
ず
つ
変
容
し
、

最
終
的
に
第
29
条

(
a
)
と
な
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
は
、
特
に
特
別
委
員
会
の
第
6
回
会
期

(2
0
0
5
年
）
で
の
議
論
状
況
を
要
約

・

(9
)
 

整
理
し
た
国
連
文
書
A
¥
6
0
¥
2
6
6

(2
0
0
5
年
）
を
参
照
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
を
紹
介
し
、

草
案
第
18
条

(

a

)

草
案
第
18
条
柱
書
は
、
「
締
約
国
は
、
障
害
者
の
政
治
的
権
利
を
差
別
な
し
に
認
め
、
か
つ
、
次
の
措
置
を
と
る
。
」
と
定
め
て
い
た
。

こ
れ
は
、
後
に
第
29
条
柱
書
と
な
り
、

「締
約
国
は
、
障
害
者
に
対
し
て
政
治
的
権
利
を
保
障
し
、
及
び
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て

こ
の
権
利
を
享
受
す
る
機
会

(o
p
p
o
r
t
u
n
i
t
y
)

を
保
障
す
る
も
の
と
し
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。
」
と
い
う
規
定
に
な
っ
た
。

第
29
条
柱
書
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
締
約
国
は
、
①
障
害
者
に
「
政
治
的
権
利
」
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
②
障
害
者
に
当
該

（面） 11) 

(i
)
 

選
挙
さ
れ
る
権
利
を
含
む
。）

を
積
極
的
に
促
進
す
る
こ
と
。

(605) 

締
約
国
は
、
障
害
者
の
政
治
的
権
利
を
差
別
な
し
に
認
め
、
か
つ
、
次
の
措
置
を
と
る
。

(
a
)
投
票
の
手
続
及
び
設
備
が
次
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
、
直
接
に
、
又
は
自
由
に
選
ん
だ
代

表
を
通
じ
て
、
政
治
的
及
び
公
的
活
動
に
効
果
的
か
つ
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
（
障
害
の
あ
る
市
民
が
投
票
し
及
び
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2
)
草
案
第
18
条

(
a

↓
第

29
条

(
a

取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(b
)
 

(
a
)
（

n)
と

(
a
)
（正
）
と
い
う

3
つ
の
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、

へ
の
言
及
は
省
略
す
る
。

権
利
の
平
等
な
享
受
の
「
機
会
」
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

③
「
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
」
、
と
い
う

3
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

①
と
②
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
第
29
条
柱
書
は
「
政
治
的
権
利
」
と
い
う
「
権
利
」
に
言
及
す
る
の
み
な
ら
ず
、
「
こ
の
権
利
を
享
受
す

(10
)
 

る
機
会
」
に
も
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
草
案
第
18
条
柱
書
に
は
、
「
こ
の
権
利
を
享
受
す
る
機
会
」
と
い
う
文
言
が
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
、
第
29
条
柱
書
に
こ
の
文
言
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
経
緯
は
、
上
記
の
国
連
文
書

A
¥

6
0
¥
2
6
6

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
文
言
は
自
由
権
規
約
第
25
条
柱
書
に
定
め
る
「
権
利
及
び
機
会
」
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
思
わ

(11
)
 

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
第

29
条
柱
書
の
規
定
は
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
に
よ
れ
ば
、
投
票
権
を
行
使
す
る
「
実
際
の
機
会
」

(ac
tual

o
p
p
o
r
t
u
r
n
t
y
)

を
障
害
者
に
平
等
に
保
障
す
る
こ
と
を
締
約
国
に
義
務
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
規
定
の
下
で
、
国
家
は
投
票
権
を
障
害

者
に
た
だ
形
式
的
に
拡
張
す
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
障
害
者
が
投
票
権
を
真
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
る

(12
)
 

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

③
の
「
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
い
う
文
言
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
こ
で
締
約
国
が
約
束
す
る
内
容
は
、
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(
a
)
及
び

(
b
)
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
投
票
権
と
特
に
関
連
的
な
重
要
性
を
有
す
る
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ

(
a
)
を

第
2
9条
は
、
右
に
み
た
柱
書
に
加
え
て
、

(
a
)柱
書

、

(
a
)
（i
)、

（a
)
(~
1
1)、

（a
)
（面
）
か
ら
な
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、

(
a

)

柱
書
は
、
締
約
国
は
、
障
害
者
の
投
票
の
権
利
及
び
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
「
特
に
次
の
こ
と
を
行
う
」
と
定
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
特

に
次
の
こ
と
を
行
う
」
と
い
う
文
言
を
受
け
て
、

(
a
)
(
i
)
と
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ま
ず
、
第

29
条

(
a
)
柱
書
の
原
案
と
な
っ
た
草
案
第
18
条

(
a
)
柱
書
に
つ
い
て
は
、
政
府
間
交
渉
過
程
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
合

意
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
第

一
に
、
「
環
境
を
積
極
的
に
促
進
す
る

(a
ctively
p
r
o
m
o
t
e
 a
n
 e
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)
」
と
い
う
文
言
を
、
「
確

(13
)
 

保
す
る

(e
n
s
u
r
e
)
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
規
定
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
概
ね
支
持
が
得
ら
れ
た
。
第
二

に
、
こ
の
規
定
を
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
言
と
合
致
さ
せ
る
た
め
、
「
障
害
の
あ
る
市
民

(citi
z
e
n
s
w
i
t
h
 dis
a
,
 

(14
)
 

bilities
)
」
を
「
障
害
者

(p
e
r
s
o
n
s
w
i
t
h
 dis
a
b
iliti
e
s
)
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
概
ね
支
持
が
得
ら
れ
た
。
第
三
に
、
こ
の
規

定
は
、
締
約
国
が
障
害
者
に
対
し
て
他
の
者
が
享
受
し
て
い
な
い
追
加
的
な
政
治
的
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
規
定

(15
)
 

に

「他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て

(
o
n
a
n
 e
q
u
a
l
 basis w
i
t
h
 o
t
h
e
r
s
)
」
と
い
う
文
言
を
加
え
る
こ
と
に
合
意
が
得
ら
れ
た
。
第
四

に
、
「
投
票
の
手
続
及
び
設
備

(
v
o
t
m
g
p
r
o
c
e
d
u
r
e
s
 a
n
d
 facilities)
」
の
後
に

「資
料

(
m
a
t
e
n
a
l
s
)
」
を
加
え
る
と
い
う
提
案
も
受
け

入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
文
言
の
追
加
は
、
障
害
者
の
「
投
票
及
び
政
治
的
生
活
へ
の
参
加
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
も
の
と
な

(16
)
 

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。

(17
)
 

草
案
第
18
条

(

a

)

柱
書
は
、
以
上
の
修
正
な
ど
を
経
て
、
次
の
規
定
に
な

っ
た
。

(
a
)
投
票
の
手
続
、
設
備
及
び
資
料
が

[:
・・
:
]
と
な
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
、
直
接
に
、
又
は
自
由
に
選

ん
だ
代
表
を
通
じ
て
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て‘

[か
つ
、
す
べ
て
の
者
の
政
治
的
権
利
を
定
め
る
国
内
法
に
従
っ
て
]
政

治
的
及
び
公
的
活
動
に
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

（
障
害
者
が
投
票
し
、
及
び
選
挙
さ
れ
る
権
利
及
び
機
会
を
含
む
。
）

を
確
保
す
る
こ
と
。

論
を
、
こ
こ
で
見
て
お
き
た
い
。

締
約
国
が
特
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
内
容
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

4
つ
の
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
の
議
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(~
1
1
)
障
害
者
が
、
選
挙
及
び
国
民
投
票
に
お
い
て

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
草
案
第

1
8条

(
a
)(i
)、

（
a
)
（~
1
1
)
、
（
a
)
（
面
）
に
つ
い
て
、
条
約
交
渉
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が

(18
)
 

第
一

に
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
本
条
に
含
め
る
こ
と
に
概
ね
支
持
が
得
ら
れ
た
。
第
二
に
、
特
別
委
員
会
は
、
「
秘
密

一
部
の
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
常
に
可
能
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
た
。
そ
こ
で
、

「
法
に
従

っ
て
」
や
「
脅
迫
を
受
け
る
こ
と
な
く
」
の
よ
う
な
文
言
は、

「
完
全
な
秘
密
投
票

(co
m
p
l
e
t
e
l
y
s
e
c
r
e
t
 ballot
)
」
が
不
可
能
な

(19
)
 

（
一
部
の
）
障
害
者
を
保
護
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
三
に
、
「
障
害
者
に
提
供
さ
れ
る
い
か
な
る
援
助

(a
n
y

assistance)

も
、
当
該
障
害
者
の
要
求
に
応
じ
た
も
の

(at
the1r r
e
q
u
e
s
t
)
」
の
み
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
、

「
当
該
障
害
者
(20
)
 

が
信
頼
を
寄
せ
る
者

(so
m
e
o
n
e
t
h
e
y
 t
r
u
s
t
)
」
の
み
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
概
ね
合
意
が
得
ら
れ
た
。

(21
)
 

第
四
に
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
及
び
自
由
権
規
約
の
文
言
と
合
致
さ
せ
る
た
め
の
一
部
の
微
修
正
に
概
ね
合
意
が
得
ら
れ
た
。

(
a
)
(
i
)
と

(22
)
 

(
a
)
（出
）
と
い
う
3
つ
の
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
以
上
の
修
正
等
を
経
て
次
の
よ
う
に
な

っ
た
。

(i
)
適
当
で
あ
り
、
利
用
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、

理
解
及
び
利
用
が
し
や
す
い
こ
と
。

[
法
に
従

っ
て
か
つ
脅
迫
を
受
け
る
こ
と
な
<
]
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
投
票
し
、

選
挙
に
立
候
補
し
、
並
び
に
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
在
職
し
、
及
び
あ
ら
ゆ
る
公
務
を
遂
行
す
る
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
。

（面
）
選
挙
人
と
し
て
の
障
害
者
の
意
思
の
自
由
な
表
明
を
保
障
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
必
要
な
場
合
に
は
、
障
害
者
の
要
請
に
応

じ
て
及
び
当
該
障
害
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
る
者
が
投
票
の
際
に
援
助
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

(
a
)（~1
1)
と

投
票
」
は
、

な
さ
れ
た
の
か
を
紹
介
す
る
。
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の
内
容
を
ヘ
ル
パ
ー
に
知
ら
れ
た
く
は
な
か
っ
た
が
、
結
局
、
事
務
従
事
者
の
い
う
と
お
り
に
ヘ
ル
パ
ー
の
投
票
援
助
を
受
け
る
こ
と
に

(23
)
 

な
っ
た
。

通
報
者
は
、
こ
の
よ
う
に
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
や
、
事
務
従
事
者
に
よ
る
支
援
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
通

が
、
そ
の
要
求
は
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
い

3

フ
ィ
オ
ー
ナ
・
ギ
ヴ
ン
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
件

右
の
よ
う
な
、
修
正
後
の
草
案
第
18
条

(
a
)
柱
書
、

(
a
)
（
i
)
、
（

a)
（
iill)
、
（

a)
（
m)
の
各
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終
的
な

規
定
（
第
2
9条

(
a
)柱
書
、
(
a
)
（i
)、
（
a
)
（~
1
1
)
、
（
a
)
（
出
）
）
と
ほ
ほ
同
様
の
も
の
と
な
っ
た
。

(
1
)
通
報
者
の
提
出
し
た
事
実
（
主
張
内
容
）

フ
ィ
オ
ー
ナ
・
ギ
ヴ
ン
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
件
で
、
通
報
者
は
、
障
害
者
権
利
委
員
会
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ

ち
、
通
報
者
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
脳
性
ま
ひ
が
あ
り
、
筋
肉
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
、
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、
電
動
車
い
す
を
利
用

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
通
報
者
は
、

よ
り
投
票
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
機
能
障
害
の
た
め
、
通
報
者
は
、
秘
密
投
票
を
害
す
る
仕
方
で
な
け
れ
ば
I

す
な

わ
ち
、
人
に
よ
る
支
援

(live
a
s
s
i
s
t
a
n
c
e
)
が

な

け

れ

ば

投

票

用
紙
に
記
入
し
、
そ
れ
を
折
り
た
た
み
、
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
通
報
者
は
、
「
自
立
し
た
秘
密
投
票

(
m
d
e
p
e
n
d
e
n
t
a
n
d
 s
e
c
r
e
t
 ballot
)
」
に
よ
る
投
票
を
行
う
た
め
に
、
電

子
投
票
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
必
要
と
し
た
が
、
投
票
法
の
下
で
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る
の
は
視
覚
障
害
者
に
限
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
通
報
者
は
、

2
0
1
3
年

9
月
7
日
の
連
邦
選
挙
の
際
に
、
「
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
」
、
秘
密
投
票
に

2
0
1
3
年
9
月
7
日
の
投
票
時
に
、
投
票
所
の
事
務
従
事
者
に
支
援
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
援
助
を
得
て
投
票
す
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
。
通
報
者
は
、
自
身
の
投
票
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2
)
受
理
可
能
性

報
者
は
、

1
9
9
2
年
障
害
差
別
禁
止
法
及
び
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ

ー
ル
ズ
州
の

1
9
7
7
年
差
別
禁
止
法
の
下
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ

(24
)
 

い
て
の
効
果
的
な
国
内
救
済
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
し
て
、
障
害
者
権
利
委
員
会
に
通
報
し
た
。
こ
の
通
報
の
中
で
、
通
報
者

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
障
害
者
権
利
条
約
第
4
条
l
(
a
)
（b
)
（d
)

（
e
)
(
g
)
、
第
5
条
2
.
3
及
び
第
9
条
と
併
せ
読
ん
だ

（
及
び
単
独
で
読
ん
だ
）
第
29
条

(
a
)
（
i
)
(
i
)
（面
）
の
義
務
を
遵
守
し
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
通
報
者
は
、
障
害
者

権
利
条
約
第
29
条
は
、
自
由
権
規
約
第
25
条
に
由
来
す
る
規
定
で
あ
り
、
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
が
発
生
し
た
時
点
で

(25
)
 

点
か
ら
）
即
時
に
実
現
可
能
で
あ
る
、
と
し
た
。

（
そ
し
て
そ
の
時

障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
受
理
可
能
性
の
審
査
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

ま
ず
、
同
委
員
会
が
留
意
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
報
者
は
、
投
票
所
の
事
務
従
事
者
の
行
為

に
関
し
て
、
連
邦
巡
回
裁
判
所
や
連
邦
裁
判
所
の
司
法
審
査
を
受
け
ず
、
ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
等
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
も
し
な

か
っ
た
た
め
、
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
第

2
9条

(a
)
(~l
l
l)
の
下
で
の
通
報
者
の
主
張
を
不
受
理
だ
と
宣
言
す
べ
き
で
あ
る
、
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
主
張
し
た
。
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
を
認
め
、
投
票
所
の
事
務
従
事
者
の
行
為
に

関
し
て
は
、
通
報
者
は
行
政
決
定
法
の
下
で
連
邦
巡
回
裁
判
所
や
連
邦
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
で
き
た
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
の
で
、
受

(26
)
 

理
不
可
能
で
あ
る
、
と
結
論
付
け
た
。

そ
の
一
方
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
第
29
条

(
a
)

（i
)
（iill
)
の
射
程
の
問
題
に
関
し
て
国
内
法
の
下
で
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
通
報
者
の
主
張
に
つ
い
て
は
争
わ
な
か
っ
た
の
で
、
同
委
員
会
は
、
選
択
議
定
書
第
2
条

(d
)
（国
内
救
済
完

了
）
の
要
件
は
、
第
4
条
l
(
a
)
（
b
)
(
d
)
（
e
)
(
g
)
、
第
5
条
2
.
3
、
第
9
条
と
併
せ
読
ん
だ
（
及
び
単
独
で
読
ん
だ
）
第
29
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(27
)
 

条

(
a
)
（i
)
（
且
）
に
つ
い
て
は
満
た
さ
れ
て
い
る
、
と
判
断
し
た
。

ま
た
、
同
委
員
会
は
、
選
択
議
定
書
第
2
条

(
e
)
（十
分
な
立
証
）
の
要
件
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
電

子
投
票
シ
ス
テ
ム

（
こ
れ
は
「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」
を
可
能
に
さ
せ
る
）
を
通
報
者
に
利
用
さ
せ
I

る
べ
き
だ
が
I

そ
こ
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
通
報
者
は
平
等
な
秘
密
投
票
を
行
う
可
能
性
を
持
て
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
条
約
上
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
、
と
い
う

通
報
者
の
主
張
に
留
意
し
た
。
そ
し
て
、
同
委
員
会
は
、
第
4
条
1
(
a
)
（b
)

(d
)
（
e)
（
g
)、
第
5
条
2
.
3
、
第
9
条
と
併
せ
(28
)
 

の
下
で
の
通
報
者
の
主
張
は
十
分
に
立
証
さ
れ
て
い
る
、
と
判
断
し
た
。

読
ん
だ
（
及
び
単
独
で
読
ん
だ
）
第
29
条

(
a
)
（i
)
（iill
)

(3
)
本
案

障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
以
上
の
よ
う
に
通
報
を
受
理
し
た
後
に
、
本
案
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
通
報
者
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
両
主

張
の
要
点
に

(
2
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
）
言
及
し
た
。

第
一
に
、
同
委
員
会
は
、
通
報
者
は
「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」
の
た
め
に
必
要
な
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
必
要
と
し
た
、

と
い
う
通
報
者
の
主
張
に
留
意
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
は
、
通
報
者
は
完
全
に
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
投
票
所
を
含
め
て
多
様
な
方
法
で
投

票
す
る
選
択
肢
を
持

っ
て
い
た
、
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
に
留
意
し
た
。
と
同
時
に
、
同
委
員
会
は
、
自
分
自
身
が
選
ん
だ
者

又
は
独
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
者
に
よ
る
投
票
支
援
で
あ
れ
ば
、
関
係
国
家
当
局
又
は
政
治
権
力
保
持
者
に
投
票
意
図
を
知
ら
れ
る

こ
と
か
ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
秘
密
投
票
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
に
も
留
意
し
た
。

だ
が
、
同
委
員
会
は
、
通
報
者
以
外
の
者
（
少
な
く
と
も

一
人
、
そ
し
て
潜
在
的
に
複
数
の
人
）
に
投
票
意
図
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
環
境

で
は
秘
密
投
票
と
は
い
え
ず
、
し
か
も
、
投
票
法
は
守
秘
義
務
を
支
援
者
や
投
票
管
理
者
に
課
し
て
い
な
い
、
と
い
う
通
報
者
の
主
張
に

(29
)
 

も
留
意
し
た
。
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し
た
。
具
体
的
に
は
第

29
条
と
第

9
条
l
.
2

（
障
害
者
が
投
票
し
、
及
び
選
挙

（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

第
二
に
、
同
委
員
会
は
、
第

2
9条

(
a
)（~
1
1
)
は
、
援
助
が
な
け
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
投
票
者
一
人
ひ
と
り

(
e
a
c
h
a
n
d
 

e
v
e
r
y
 v
o
t
e
r
)
」
に
、
「
支
援
機
器
及
び
新
た
な
機
器

(ass1stive
a
n
d
 n
e
w
 te
c
h
n
o
l
o
g
i
e
s
)
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
当
事
国
に
求
め
て
い

な
い
、
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
に
留
意
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
は
、
支
援
機
器
の
利
用
促
進
の
義
務
は
適
当
な
場
合
に
の
み

充
足
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
の
「
一
般
的
又
は
目
標
的
な
義
務

(a
g
e
n
e
r
a
l
 o
r
 aspirational obligation)
」
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
資

源
を
ど
う
配
分
す
る
か
を
決
め
る
の
は
当
事
国
で
あ
り
、
既
存
の
対
象
物
及
び
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、

完
全
な
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
達
成
を
目
的
と
し
て
、
組
織
的
・
継
続
的
な
監
視
的
方
法
で
、
「
徐
々
に

(
g
r
a
d
u
a
l
l
y
)
」
除
去
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
、
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
に
も
留
意
し
た
。
他
方
で
、
同
委
員
会
は
、
特
に
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
が
視
覚
障
害
者
に

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
電
子
投
票
の
選
択
肢
が
「
不
均
衡
又
は
過
度
な
負
担

(
d
1
s
p
r
o
p
o
r
t
1
o
n
a
t
e
o
r
 u
n
d
u
e
 

b
u
r
d
e
n
)
」
に
あ
た
る
と
の
証
拠
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
同
委
員
会
に
提
出
し
て
お
ら
ず
、
2
0
1
1
年
以
来
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

(30
)
 

ズ
で
使
用
さ
れ
た
ゴ
シ
i
V
o
t
e
"
は
通
報
者
に
も
利
用
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
通
報
者
の
主
張
に
も
留
意
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
委
員
会
は
、
通
報
者
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
を
整
理
し
た
後
に
、
本
件
に
お
い
て
適
用
可
能
な
条
項
を
想
起

(
g
)
と
第

5
条
2
で
あ
る
。

ま
ず
、
第

29
条
に
関
し
て
、
同
委
員
会
は
、
締
約
国
が
、
投
票
の
手
続
・
設
備
・
資
料
が
適
当
で
「
利
用
し
や
す
い

な
）
」
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
解
・
使
用
が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
(
(
a
)（i
)
)に
よ
り
、
「
障
害
者
が
：
·
：
•
他
の
者
と
の

平
等
を
基
礎
と
し
て
、
政
治
的
及
び
公
的
活
動
に
効
果
的
か
つ
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

さ
れ
る
権
利
及
び
機
会
を
含
む
。
）
を
確
保
す
る
こ
と
」
(

(

a

)

柱
書
）
を
約
束
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
投

(31
)
 

票
の
手
続
」
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
と
の
関
連
で
、
同
委
員
会
は
、
そ
の
一
般
的
意
見
2
を
参
照
し
て
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
集
団
に

関
わ
り
、
合
理
的
配
慮
は
個
人
に
関
わ
る
、
と
述
べ
た
。
同
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
は
「
事
前
の
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通
信
又
は
公
衆
に
開
放
さ
れ
る
他
の
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
の
否
定
(
d
ernal
of a
c
c
e
s
s
)
は
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
行
為
と
し
て
明
白
に

(33
)
 

定
義
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

同
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
条
項
に
言
及
し
た
後
に
、
次
の
三
点
に
留
意
し
た
。
ま
ず
、
同
委
員
会
は
、
本
件
に
お
い
て

通
報
者
が
投
票
時
の
支
援
者
を
自
身
で
選
ぶ
余
地
を
有
し
て
い
た
、
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
に
留
意
し
た
。
だ
が
、
同
委
員
会

は
、

2
0
1
3
年
連
邦
選
挙
に
お
い
て
は
通
報
者
が
希
望
す
る
方
法
で
、
す
な
わ
ち
、
通
報
者
に
帯
同
す
る
支
援
者
に
自
身
の
政
治
的
選

択
を
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
投
票
権
の
行
使
を
可
能
に
さ
せ
る
利
用
可
能
な
選
択
肢
は
、
通
報
者
に
は
―
つ
も
な
か

っ
た
こ
と
に

も
留
意
し
た
。
さ
ら
に
、
同
委
員
会
は
、
も
し
も
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
れ
ば
、
通
報
者
が
誰
(
a
n
y
o
n
e
)
に
も
政
治
的
選
択

害
者
に
保
障
す
る
」
と
定
め
る
第

5
条

2
を
想
起
す
る
と
と
も
に

一
般
的
意
見

2
を
参
照
し
つ
つ
、
「
物
理
的
環
境
、
輸
送
機
関
、
情
報

障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
す
る
も
の
と
し

第

9
条

2

た
個
人
か
ら
の
要
求
を
受
け
る
前
に
、

(e
x
 a
n
te)
」
義
務
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
ゆ
え
当
事
国
は
、
あ
る
場
所
に
入
り
た
い
と
か
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
い
っ

(32
)
 

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
整
え
る
義
務
を
負
う
。

次
に
、
同
委
員
会
は
、
「
障
害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、

．．．．

．．
 情
報
通
信
（
情
報
通
信
機
器
及
び
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

を
含
む
。）

・：を
利
用
す
る
機
会
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
る
」
と
定
め
る
第

9
条
ー
と
、
「
障
害
者
が
新
た

な
情
報
通
信
機
器
及
び
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
。）

を
利
用
す
る
機
会
を
有
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
」
と
定
め
る

(
g
)
に
言
及
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
委
員
会
は
、
特
に
障
害
者
の
よ
う
な
排
除
さ
れ
て
き
た
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
届
か
な
か
っ

た
人
に
と
っ
て
の
「
情
報
通
信
機
器

(inf
o
r
m
a
tio
n
a
n
d
 c
o
m
m
u
m
c
a
ti
o
n
s
 tec
h
n
o
lo
g
y
)
」
の
重
要
性
に
言
及
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会

は
、
「
新
た
な
機
器
」
は
障
害
者
の
完
全
か
つ
平
等
な
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
に
利
用
さ
れ
う
る
が
、
そ
れ
は
当
該
機
器
が
障
害
者
の
ア

ク
セ
シ

ビ
リ

テ
ィ
を
確
保
す
る
よ
う
に
設
計

•

生
産
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る

、

と
指
摘
し
た

。

さ
ら
に
、
同
委
員
会
は
、

「締
約
国
は
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
る
差
別
に
対
し
て
も
平
等
か
つ
効
果
的
な
法
的
保
護
を
障
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を
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
も
留
意

(34
)
 

し
た
。こ
の
よ
う
に
、
同
委
員
会
は
、
「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」
を
平
等
に
行
使
す
る
こ
と
を
通
報
者
に
可
能
に
さ
せ
る
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
の

意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
委
員
会
は
、
通
報
者
が
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
条
約
違
反
に
あ
た
る
か

ど
う
か
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
「
不
均
衡
な
負
担
」
が
な
い
と
も
述
べ
て
、
条
約

ま
ず
、
同
委
員
会
は
、
既
存
の
対
象
物
や
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
バ
リ
ア
は
、
希
少
な
資
源
を
考
慮
に
入
れ
て
徐
々
に
除

去
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
費
用
の
著
し
い
増
加

(signific
苔
t
i
n
c
r
e
a
s
e
 in cost)
」
は
「
不
均
衡
な
負
担
」
と
な
り
う
る
と
い
う
オ

一
般
的
意
見
2
を
参
照
し
つ
つ
、
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
義
務
は
「
無
条
件

(u
n
c
o
n
d
i
t
i
o
n
a
l
)
」
で

あ
る
こ
と
を
想
起
し
た
上
で
、

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
整
え
る
義
務
を
負
う
主
体
が
、
障
害
者
の
た
め
に
ア
ク
セ
ス
を
整
え
る
際
に
要
す

(35
)
 

る
負
担
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
義
務
の
僻
怠
を
許
容
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
た
。

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の

2
0
1
1
年
選
挙
以
来
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
電
子
投
票
の
選
択
肢
が
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

子
投
票
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
「
不
均
衡
な
負
担
」
を
伴
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
の
主
張
を

正
当
化
し
う
る
情
報
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が

一
切
提
供
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た
。
そ
し
て
同
委
員
会
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い

て
、
「
す
べ
て
の
者
が
、
法
律
の
前
及
び
下
に
お
い
て
平
等
で
あ
」
り
、
「
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
」
し
、
「
い
か
な
る
理
由

に
よ
る
差
別
に
対
し
て
も
平
等
の
か
つ
効
果
的
な
法
的
保
護
を
障
害
者
に
保
障
す
る
」
と
定
め
る
第

5
条
2
に
言
及
し
つ
つ
、
本
規
定
の

義
務
は
、
当
事
国
が
「
す
べ
て
の
障
害
者
」
を
対
象
に
条
約
上
の
権
利
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
機
能
障
害
の
種
別

(
t
y
p
e
of 

ま
た
、
同
委
員
会
は
、

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
に
関
し
て
は

違
反
を
認
定
し
て
い
る
。

2
0
1
3
年
の
連
邦
選
挙
時
に
通
報
者
及
び
当
該
配
慮
を
要
す
る
す
べ
て
の
者
が
電
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
次
の

i
m
p
a
i
r
m
e
n
t
)
」
が
要
因
と
な
り
う
る
差
別
的
な
立
法
及
び
慣
行
を
行
う
こ
と
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
、

(36
)
 

と
し
た
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
同
委
員
会
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
既
に
利
用
可
能
な
電
子
投
票
制
度
を
ー
_
投
票
意
図
を
他
者

(an-

o
t
h
e
r
 p
e
r
s
o
n
)

に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
投
票
を
可
能
に
さ
せ
る
代
替
手
段
を
通
報
者
に
提
供
せ
ず
に
通
報
者
に
利
用
で
き
な
く
さ

(
a
)
（b
)

（d
)

（
e)
（
g)
、
第
9
条
l
.
2
(
g
)
と
併
せ
読
ん
だ
（
及
び
単
独
で
読

ん
だ
）
第
29
条

(
a
)
（
i
)
（
n)
に
定
め
る
「
通
報
者
の
権
利
の
否
定

(
d
e
m
a
l
o
f
 h
e
r
 rights)
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
、
と
判
断

(37
)
 

し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
①
電
子
投
票
制
度
は
誰
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」
を
通
報
者
に
可

能
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
②
当
該
制
度
は
視
覚
障
害
者
に
既
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

③
他
の
種
別
の
障
害
を
有
す
る
者

（
脳
性
ま
ひ
の
あ
る
通
報
者
）
は
当
該
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
投
票
時
の
ア
ク
セ
ス
を
否
定
さ
れ
て
お
り
、

④
通
報
者
は
投
票

意
図
を
他
者
に
知
ら
れ
ず
に
投
票
し
う
る
た
め
の
代
替
手
段
を
提
供
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
条
約
違
反
に
あ
た
る
。

(
4
)
勧
告

同
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
に
条
約
違
反
を
認
定
し
た
う
え
で
、
以
下
の
勧
告
を
行

っ
た
。
ま
ず
、
同
委
員
会
は
、
通
報
者
に
関
連
す
る

勧
告
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
通
報
者
に
効
果
的
救
済
（
こ
の
通
報
に
要
し
た
あ
ら
ゆ
る
法
的
費
用
の
補
償
を
含
む
）
を
提
供
す

る
義
務
を
負
う
と
と
も
に
、
当
該
国
に
お
け
る
将
来
の
選
挙
・
国
民
投
票
に
お
い
て
、
「
他
の
誰
に
も

(a
n
y
o
t
h
e
r
 p
e
r
s
o
n
)
」
投
票
意
図

を
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
秘
密
投
票
に
よ
る
投
票
を
可
能
に
さ
せ
る
投
票
の
手
続
と
設
備
を
、
通
報
者
が
利
用
し
う
る
こ
と
を
確
保
す
る

た
め
の
十
分
な
措
置

(
a
d
e
q
u
a
t
e
m
e
a
s
u
r
e
s
)
を
講
じ
る
義
務
を
負
う
、
な
ど
と
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
は
、
全
般
的
な
勧
告
と
し
て
、

(
i
)（~
1
1)
（
出
）
を
含
め
、
将
来
に
お
い
て
同
様
の
侵

害
が
生
じ
る
の
を
防
止
す
る
措
置
を
と
る
義
務
を

せ
て
い
た
こ
と
は
、
第
5
条
2
、
第
4
条
1
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あ
た
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

負
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

(i
)
「
機
能
障
害
の
種
別
」
を
問
わ
ず
、
電
子
投
票
の
選
択
肢
を
希
望
す
る
「
す
べ
て
の
障
害
者

(a
ll
p
e
o
p
l
e
 

w
i
t
h
 d1sabiht1es
)
」
に
と

っ
て
、
当
該
選
択
肢
が
利
用
し
や
す
い

（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
）
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
投
票
法

の
改
正
を
検
討
す
る
こ
と
、

(
~
1
1)
第
2
9条
に
規
定
す
る
よ
う
に
、

「投
票
の
手
続
、
設
備
及
び
資
料
が
適
当
な
及
び
利
用
し
や
す
い

ク
セ
シ
ブ
ル
な
）
も
の
で
あ
り
、
並
び
に
そ
の
理
解
及
び
使
用
が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
」
に
よ
り
、

障
害
者
の
平
等
な
投

票
権
を
擁
護
し
、
実
際
に
保
護
す
る
こ
と
と
、
支
援
機
器
を
用
い
た
秘
密
投
票
に
つ
い
て
の
障
害
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
、

(m
)障

害
者
の
投
票
を
可
能
に
さ
せ
る
た
め
に
、
他
者

(an
o
t
h
e
r
p
e
r
s
o
n
)

に
よ
る
援
助
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
援
助
を
行
う
者
が
当

(38) 

で
あ
る
。

該
投
票
の
守
秘
義
務
を
負
う
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
投
票
法
の
改
正
を
検
討
す
る
こ
と
、

以
上
に
お
い
て
障
害
者
権
利
条
約
第
29
条

(
a)
と
障
害
者
権
利
委
員
会
の
見
解
と
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
に

お
い
て
は
ま
ず
、
国
家
が
、
投
票
権
の
文
脈
に
お
い
て
、

せ
て
し
ま
う
、
と
い
う
現
象
を
分
析
す
る
。
こ
こ
で
は
、

第
一

は、

「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
は
差
別
で
あ
る
か
、
と

い
う
問
題
に
も
関
わ
る
論
点
で
あ
る
。

リ
ア
事
件
で
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
第
5
条
2
（差
別
禁
止
義
務
）
の
文
脈
に
お
い
て
一
般
的
意
見
2
を
参
照
し
て
、

「
ア
ク
セ
ス
の
否

(39
)
 

定
は
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
行
為
と
し
て
明
白
に
定
義
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
、
た
し
か
に
「
合
理
的
配
慮
の
否

定

(d
e
n
ia
l
of r
e
a
s
o
n
a
bl
e
 a
c
c
o
m
m
o
d
at10n
)
」
は
障
害
者
差
別
に
あ
た
る
と
第
2
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
自

体
を
差
別
だ
と
明
示
し
た
規
定
は
、
障
害
者
権
利
条
約
に
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
と
い
う
概
念
が
な
ぜ
差
別
に

4

国
家
の
義
務
違
反
の
構
造

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
整
え
る
仕
方
を
誤
る
こ
と
で
、
障
害
者
差
別
を
発
生
さ

二
つ
の
論
点
を
取
り
上
げ
る
。

フ
ィ
オ
ー
ナ
・
ギ
ヴ
ン
対
オ
ー
ス
ト
ラ （ア
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体
化
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

の
密
接
な
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

0
[
a
c
c
e
s
s
)
」
な
い
し
「
イ
ン
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
同
じ
で
は
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
そ
の
論
者
は
、
「
ア
ク
セ
ス
の
欠
如
」
（
「
イ
ン
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」
）

は
差
別
で
は
な
い
が
、
「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
は
差
別
で
あ
る
と
し
て
、
後
者
の
例
と
し
て
、
障
害
者
個
人
が
障
害

(40
)
 

自
体
を
理
由
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ス
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
否
定
さ
れ
る
場
合
を
挙
げ
る
。

こ
う
し
た
説
明
に
関
す
る
詳
し
い
検
証
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
に
お
い
て
も
、
「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
と
「
ア
ク
セ

ス
の
欠
如
」
を
区
別
し
て
、
前
者
は
差
別
に
あ
た
り
、
後
者
は
差
別
に
あ
た
ら
な
い
、
と
基
本
的
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
理
解
を

踏
ま
え
て
、

一
般
的
意
見
2
に
お
け
る

「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
と
い
う
概
念
は
、
「
ア
ク
セ
ス
の
欠
如

(lack

フ
ィ
オ
ー
ナ

・ギ
ヴ
ン
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
件
の
見
解
に
立
ち
戻
る
と
、
障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、

投
票
分
野
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
整
え
る
一
環
と
し
て
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
を
導
入

・
設
置
し
た
際
に
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
対
象
を

視
覚
障
害
者
に
限
定
し
て
し
ま
い
、
通
報
者
（
身
体
障
害
者
）

差
別
だ
と
捉
え
て
い
る
、
と
解
さ
れ
う
る
。
こ
こ
で
は
、

の
当
該
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
否
定
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
障
害
者

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
と
「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
と
い
う
形
態
の
差
別
と

第
二
は
、
こ
の
事
件
で
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ
な
か

っ
た
第
29
条

(
a
)
（出
）
に
関
わ
る
論
点
で
あ
る
。
こ
の
規
定

は
、
「
選
挙
人
と
し
て
の
障
害
者
の
意
思
の
自
由
な
表
明
を
保
障
す
る
」
た
め
に
、

「必
要
な
場
合
に
は
、
障
害
者
の
要
請
に
応
じ
て
、
当

該
障
害
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
る
者

(a
p
e
r
s
o
n
 of their o
w
n
 c
h
o
ice)

が
投
票
の
際
に
援
助
す
る
こ
と
を
認
め
る
」
こ
と
を
国
家
に
義
務

づ
け
る
。
こ
の
規
定
は
、
同
条
約
第
3
条
（
一
般
原
則
）
に
含
ま
れ
た
「
個
人
の
自
律
（
自
ら
選
択
す
る
自
由
を
含
む
。
）
」
の
原
則
を
具

そ
し
て
、
第
29
条

(
a
)
(
m
)
は
、
障
害
者
へ
の
「
い
か
な
る
援
助
」
も
、
当
該
障
害
者
の
要
請
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
信
頼
を

(41
)
 

寄
せ
る
者
に
よ
っ
て
の
み
提
供
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
政
府
間
合
意
の
下
で
設
け
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
た
め
、
投
票
時
の
あ
ら
ゆ
る
援
助

）
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
論
者
は
、
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の
場
面
に
適
用
さ
れ
う
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
面
に
は
、
「
完
全
な
秘
密
投
票」

が
現
実
的
に
難
し
い
場
合

（条
約
交
渉
過
程

(42
)
 

に
お
い
て
も
想
定
さ
れ
て
い
た
状
況
）
が
当
然
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
国
家
が
障
害
者
の
「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」

を
可
能
に
さ
せ
る
電
子
投
票
制
度
そ
の
他
の
手
段
を
ー
ー
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
や
合
理
的
配
慮
義
務
を
尽
く
し
た
と
し
て
も
ー

や

こ
う
し
た
場
合
に
お
け
る
投
票
時
の
援
助
と
し
て
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

フ
ィ
オ
ー
ナ

・
ギ
ヴ
ン
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

事
件
で
は
通
報
者
が
投
票
所
の
事
務
従
事
者
に
援
助
を
求
め
た
の
に
対
し
、
障
害
者
が
自
身
の
ヘ
ル
パ
ー
に
投
票
時
の
援
助
を
求
め
る
こ

と
も
あ
り
う
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
「
投
票
所
の
事
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
か
ら
」
と

い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
投
票
所
の
事
務
従
事
者
以
外
の
者
に
よ
る
代
理

（代
筆
）
投
票
を
制
度
的
に
認
め
て
い
な
い
、

日
本

の
公
職
選
挙
法
第
48
条
第
2
項
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
い
わ
ゆ
る
投
票
時
の
援
助
を
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
人
又
は
動
物
に
よ
る

支
援
及
び
仲
介
す
る
者
：
・
を
提
供
す
る
」
こ
と
を
国
家
に
求
め
る
障
害
者
権
利
条
約
第
9
条
2
(
e
)
に
照
ら
す
と
、
国
家
が
投
票
分
野

で
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
を
履
行
す
る

一
環
と
し
て
設
け
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

っ
と
も
、
実
際
、
こ
の
規
定

（
制
度
）
は
、

「障
害
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
る
者
が
投
票
の
際
に
援
助
す
る
こ
と
を
認
め
る
」
も
の
で
は
な
い
た
め
、

障
害
者
権
利
条
約
第

(43
)
 

29
条

(
a)
（
m
)
に
端
的
に
違
反
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
は
、
「
合
理
的
配
慮
の
否
定
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、
公
職
選
挙
法
第
48
条
第
2
項
を
あ
る
具
体
の
事
案
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
れ
ば
、
障
害
者
自
身
の
選
ん
だ
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
る
代

理
（
代
筆
）
投
票
を
認
め
る
と
い
う
意
味
で
の
合
理
的
配
慮
が
ー
「
不
均
衡
な
負
担
」

（選
挙
の
公
正
を
現
実
に
害
す
る
具
体
的
事
態
の

発
生
な
ど
を
含
む
）
の
有
無
が
個
別
に
判
断
さ
れ
る
余
地
も
な
＜
ー

否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
と
「
合
理
的
配
慮
の
否
定
」
と
い
う
形
態
の
差
別
と
の
深
い
繋
が
り
が
読
み
と
れ
る
。

以
上
の
二
点
か
ら
言
え
る
の
は
、
国
家
は
、
第

5
条
2
.
3
及
び
第
9
条
と
併
せ
読
ん
だ
第
29
条

(
a
)
に
違
背
し
、
投
票
分
野
の
ア

む
を
得
ず
配
備
・
提
供
し
え
な
い
場
合
で
あ
る
。

ア
ク
セ
シ
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5
む
す
び
に

題
の
連
鎖
な
い
し
連
動
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
を
適
切
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
「
機
能
障
害
の
種
別
」
に
起
因
し
た
「
ア
ク
セ
ス
の
否
定
」
や
、
「
合
理
的
配
慮

の
否
定
」
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
加
え
て
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
が
そ
れ
ら
の
差
別

を
し
て
し
ま
う
と
し
た
ら
、
そ
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
理
由
と
し
て
、
国
家
が
い
わ
ゆ
る
手
続
的
な
義
務

ー
_
—

す
な
わ
ち
「
障

害
者
参
加
の

確
保
義
務
」

ー

|
を
誠
実
に
履
行
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

障
害
者
権
利
条
約
は
、
条
約
実
施
過
程
に
お
い
て
障
害
者

（団
体
）
と
緊
密
に
協
議
し
、
障
害
者
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ
る
こ
と

4
条

3
)
や
、
障
害
者

（団
体
）
が
条
約
監
視
過
程
に
十
分
に
関
与

・
参
加
す
る
こ
と

う
し
た

「障
害
者
参
加
の
確
保
義
務
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
国
家
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
を
障
害
者
団
体
と
協
議
し
た
上
で
採
択

(44) 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
障
害
者
参
加
の
確
保
義
務
」
の
観
点
か
ら
は
、
た
と
え
ば
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
を

視
覚
障
害
者
に
限
定
し
た
投
票
法
の
関
係
規
定
の
制
定
時
や
、
公
職
選
挙
法
第
48
条
の

2
0
1
3
年
改
正
時
に
、
多
様
な
障
害
者
（
団
体
）

の
見
解
を
十
分
に
踏
ま
え
た
熟
議
が
な
さ
れ
た
か
が
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
も
、
投
票
分
野
に
お
け
る
各
種
バ
リ
ア
に
現
実
に

直
面
し
て
様
々
な
不
利
益
を
経
験
し
て
い
る
障
害
者
と
そ
の
団
体
が
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
の
履
行
過
程
に
十
分
に
関
与
で
き
な
け

れ
ば
、
国
家
は
、
当
該
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
差
別
を
も
招
き
や
す
く
な
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

投
票
分
野
に
お
い
て
は
、
「
障
害
者
参
加
の
確
保
義
務
」
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
と
差
別
解
消
義
務
と
い
う
三
つ

の
義
務
を
め
ぐ
り
問

本
稿
に
お
い
て
は
、
障
害
者
権
利
条
約
第
29
条
と
フ
ィ
オ
ー
ネ

・
ギ
ヴ
ン
事
件
の
見
解
と
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
投
票
分
野
の
国
家
の

義
務
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
検
討
か
ら
以
下
の
よ
う
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

（第

33
条

3
)
を
国
家
に
義
務
付
け
て
い
る
。
こ （第
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か
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
国
家
は
、
投
票
分
野
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
を
履
行
す
る
一
環
と
し
て
、
障
害
者
の

「
自
立
し
た
秘
密
投
票
」
が
平
等
に

保
障
さ
れ
る
た
め
の
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
等
の
制
度
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
そ
の
際
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国

家
は
、
当
該
制
度
を
、
特
定
の
種
別
の
障
害
を
有
す
る
者
の
み
な
ら
ず
、
同
様
の
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
他
の
種
別
の
障
害
を
有
す
る
者
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
国
家
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
の

障
害
を
有
す
る
者
を
当
該
制
度
か
ら
排
除
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
障
害
者
の
当
該
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
否
定
さ
れ
る
こ
と

ま
た
、
国
家
は
、
投
票
分
野
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
の
履
行
の
一
部
と
し
て
、
投
票
時
の
援
助
を
制
度
化
す
る
際
に
は
、

障
害
者

自
身
が
選
ん
だ
者
（
障
害
者
が
信
頼
を
寄
せ
る
者
）
に
よ
る
投
票
時
の
援
助
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
正
当
化
可
能
な
理
由
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
時
の
援
助
を
投
票
所
の
事
務
従
事
者
の
み
に
限
定
し
た
り
、
あ
る
い
は
ヘ
ル
パ
ー
や
家
族
の
み
に
限
定
し
た
り

す
れ
ば
、
第
29
条

(
a
)
（面
）
の
義
務
に
端
的
に
違
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
限
定
は
、
投
票
の
際
に
「
合
理
的

配
慮
の
否
定
」

（
障
害
者
差
別
）
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
国
家
は
、
投
票
分
野
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
整
え
る
際
に
、
障
害
種
別
に
起
因
し
た
「
ア
ク
セ
ス

の
否
定
」
（
第

5
条

2
違
反
）

や
「
合
理
的
配
慮
の
否
定
」
（
第

5
条

3
違
反
）
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
も
し

そ
れ
ら
の
差
別
が
生
じ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
「
障
害
者
参
加
の
確
保
義
務
」
（
第
4
条

3
、
第
33
条

3
)
の
違
反
に
端

を
発
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
、
「
当
事
者
参
加
の
確
保
義
務
」
を
怠
り
、
そ
れ
が
一
因
と
な
っ
て
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
義
務
を
不
適
切
に
履
行
し
て
、
障
害
者
差
別
と
い
う
義
務
違
反
を
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

国
家
が
障
害
者
に
よ
る
投
票
権
の
平
等
な
享
有
と
行
使
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
様
々
な
義
務
を
め
ぐ
っ
て
問
題
の
連
鎖
を
招

に
な
り
、
障
害
者
差
別
が
生
じ
う
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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